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年 事件名 診断 処遇
1997 神戸連続児童殺傷事件 行為障害及び性障害 医療少年院
2000 豊川市主婦殺人事件 アスペルガー症候群 医療少年院
2000 佐賀バスジャック事件 解離性障害 医療少年院
2000 大分一家 6人殺傷事件 行為障害 医療少年院





2004 石狩・同級生の母刺殺事件 アスペルガー症候群 中等少年院
2005 寝屋川教職員殺傷事件 広汎性発達障害 懲役 15年の実刑
2005 静岡タリウム事件 発達障害 医療少年院











2009 富田林・高 1殺害事件 広汎性発達障害
懲役 5年以上 10年以下
の不定期刑





2015 名古屋大学女子学生殺人事件 広汎性発達障害，双極性障害 無期懲役→控訴


























































































































































































抱き，名古屋大学に入学した 2014年 4月までに着火剤を購入。帰省した同年 8月，妹の知人宅と
勘違いした仙台市内の女性宅の縁側に，自作の火炎瓶を置き，熱で窓を損壊したとされる。元少女
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